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問い合わせ先　☎72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

✆公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の
電話を使用することが出来ます。お気軽に声をかけ
て下さいね。

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して
　ください。
※教室に参加してくれた方の写真を広報や
　CATVで使用させていただくこともござ
　います。ご理解をお願いします。
※この時期は暗くなるのが早くなります。
　5時までには帰宅しましょう

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは申し込み当日の１２時から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓
口でも受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
　　　　　　※教室申込みの際、友人の分の申込み等は出来ませんので、ご了承下さい。

★2/6～3/5のカレンダー★

つどいの広場
こどみらベビー

こどみらマムベビー

リトミックこどみら新聞
中高生
バレンタイン教室

フラワー
 アレンジメント
funfunくらぶ

アロマ
森の映画会

こどみらキッズ
つみ木パーク

つみ木パーク

funfunくらぶ

funfunくらぶ

こどみん

ひらめき
 アーティスト

つどいの広場では、○子育て相談・○栄養相談を行っています。日常のふとした疑問を解消する為に
お役立て下さい。

子 栄

つどいの広場誕○

○栄つどいの広場

○栄つどいの広場

○子つどいの広場

○子つどいの広場

つどいの広場 つどいの広場合同ひなまつり

つどいの広場
親子ふれあい教室A
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親子ふれあい教室B
（勝山ふれあいドーム）

つどいの広場
親子ふれあい教室B

つどいの広場

定　員

2/24（木）

午前10時30分～11時
出席カード(参加初回に配ります)

なし

時　間

マムベビー

3/3（木）✿合同ひなまつり✿

2/18（金）ベビー
2/17 （木）キッズ

参加費申込み
持ち物

 

乳幼児親子と小学生対象

乳幼児親子対象

寒い季節ですが、風邪やインフルエンザを
しっかり予防して、元気に遊びに来て
下さいね★

11
休館日

こどみらのフラワーデザイナー『はる先生』が
お届けする、素敵なフラワーアレンジメント教
室バレンタインバージョン♪バレンタインの
プレゼントをお花で作ってみませんか？お花
をアレンジする機会はなかなか無いので、お
友達を誘ってぜひ参加してください☆彡

大好評のつみきパーク!!富士河口湖高校同窓
会の方から頂いた4000個のつみきで力作を
作ろう☆小さいお友達から、小学校のみんな、
そして大人のみなさんまで夢中になること間
違いなし♪みんなで遊びに来てね✿

画用紙を切ったり、色をぬったり、すてきなお魚
さんを作って、みんなでつりを楽しみましょう♪

0歳(歩き始まるまで)・妊婦さんを対象にしたこ
どみらマムベビー、１歳を対象にしたこどみらベ
ビー、２・３歳を対象にしたこどみらキッズでキッ
ズ体操やふれあい遊びを楽しんでみませんか？

ヴォルデモートが人間界と魔法界両方の世界
における支配力を強めようとする時、ハリーは
最後の決戦に向けてヴォルデモートの弱点を
探るために時をさかのぼる。そしてついに見
つけた最大の弱点！！行く手に待ち受けるまさ
かの出来事。そしてかつてない大きな悲しみ
がハリーを襲う・・・。

バレンタイン♥フラワーアレンジメントバレンタイン♥フラワーアレンジメントバレンタイン♥フラワーアレンジメント

ハリーポッターと
謎のプリンス
ハリーポッターと
謎のプリンス
ハリーポッターと
謎のプリンス

申込み 受付中（定員になり次第締め切ります）

日　時

持ち物
参加費

定　員
2/13（日）　午前10時～
小学生親子15組

1000円
花用はさみ、ぞうきん用タオル

（5・6年生は保護者同伴でなくても可）

申込み なし

申込み 2/5(土)　午前9時～

申込み 2/15(火)　午後12時～

日　時

日　時

持ち物

持ち物

参加費

参加費

場　所
定　員

申込み なし持ち物 参加費定　員

定　員

2/27（日）　午後1時30分～

2/12(土)・13(日)　午後2時～
小学生各18人(一人1回)
250円

日　時
定　員

3/5（土）　午前10時30分～
乳幼児親子15組
（定員になり次第締め切ります）

持ち物参加費 50円 なし

エプロン、バンダナ、マスク
ハンカチ(給食着でもＯＫです)

日　時

持ち物
参加費
定　員

2/26(土)　午後2時～

日にち 2/17(木)・20(日)
時　間：午後2時～

小学生12人
200円
のり、ボンド、セロハンテープ、
定規、カッター、筆記用具

子ども未来創造館　音楽スタジオ

 

森の映
画会

森の映
画会

森の映
画会

みんなあ
つまれ～

♪
みんなあ

つまれ～
♪

みんなあ
つまれ～

♪

みんなで
たのしも

う★
みんなで

たのしも
う★

みんなで
たのしも

う★funfunくらぶfunfunくらぶfunfunくらぶ

こどみらマムベビー・ベビー・キッズこどみらマムベビー・ベビー・キッズこどみらマムベビー・ベビー・キッズ

こどみんこどみんこどみん

つみきパークつみきパークつみきパーク

大好きなあの人にプレゼント♥
　　バレンタイン直前スペシャル♪

昨年度大好評だったピタゴラBOXの
第二弾！工作が好きな子集まれ～♪

①funfunパティスリー①funfunパティスリー①funfunパティスリー

②funfunクラフト　ぷちピタゴラＢＯＸ②funfunクラフト　ぷちピタゴラＢＯＸ②funfunクラフト　ぷちピタゴラＢＯＸ

※2日間とも定員になってしまいました。  申し込んで
　くれたお友達は、持ち物等をよく確認して参加して
　下さい！

★手づくり魚つり★

※合同ひなまつりは50円かかります。

＜創造館の休館日＞
２月１１日(金)

小学生対象

おもちゃホスピタル
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11日(金)は祝日のため、25日（金）は
館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

15日

16日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

2月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後1時30分～〉

2月 8日（火）
2月22日（火）

2月12日（土）
2月26日（土）

ブラウンベア（えいご）

うさぎのおやこ

パパのえほんタイム

エトワールの会

問い合わせ／生涯学習館

P
P

P

P

P
P

P

←このマークがついているイベントはとしょかんパスポート対象事業です。パスポートを持って参加してね！

◎道教の世界/ヴァサン・ゴーセール ◎これから、中国とどう付き合うか/
宮本雄二 ◎また会いたいと思われる人になるコツ/衿野未矢 ◎鳥あそ
び/小宮輝之 ◎安眠健康術/堀忠雄 ◎女子栄養大学のカフェテリア/小
笠原章子 ◎テリーヌアート/原口広 ◎よくわかる加工特産品のつくり
方、売り方/鳥巣研二 ◎挑戦者たち/木俣冬 ◎ダンボールで作るかわい
い動物雑貨/クロード・ジャンテ ◎勝てる石田流/鈴木大介 ◎角のない
ケシゴムは嘘を消せない/白河三兎 ◎傾物語/西尾維新 ◎猪瀬直樹の
仕事力/猪瀬直樹 ◎やるなら決めよ決めたら迷うな/石川洋 ◎生活リハ
ビリ術/松本健文 ◎親の仕事と子どものホンネ/バーバラ・ポーコック ◎
あきらめる勇気/村瀬孝生 　　　ほか

日時：2月27日（日）午後2時～
場所：生涯学習館学習室１
課題：「日の名残り」 カズオ・イシグロ/著
　　　

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第51回読書会第51回読書会第51回読書会
♪新着書案内♪♪新着書案内♪

親子で工作あそび

切ったり、貼ったり、塗ったり…
ママと一緒に楽しもう！

日時：2月23日（水）
　　  午前10時30分～
場所：生涯学習館　学習室１

図書館入門講座

図書館の有効利用法をご案内します！
普段は見られない閉架書庫やブック
ポスト内部の見学もできます。

2月4日(金)
午前10時30分～

としょかんパスポート

2月26日(土)～3月6日(日)
提出期限

パスポートを提出してくれた人の
中からマイルが多かった人10名を
3月26日に行われる生涯学習館の
イベントで表彰します。イベントに
ついては次号広報を見てね！

　私たちの身近な山・富士山。そんな富士山の魅力を知
ることができる講座です。今回の講座はこれまでの富士
山講座に参加されていない方でも聴講ができます。一緒
に富士山の雪形の美しさを堪能しませんか？

　優れた書籍出版・出版文化への貢献の見地から、昨年
新聞社・学芸文化賞を受賞したこぐま社会長の佐藤英和
氏の講演会です。
　おなじみ「11ぴきのねこ」についてのおはなしが聞けま
す。佐藤さんの絵本への熱い情熱が伝わる講演会です。
絵本が好きな人・絵本に興味がある人は必見！
　「11ぴきのねこ」の絵本の展示もします。
講演を聴きに来る前にぜひ読んでみて下さい。

参加希望の方はお電話もしくは窓口までお申込みくだ
さい。【TEL 73-1212】

「富士の雪形を楽しむ」富士山講座

特別展示「富士山の雪形を楽しむ」
2月1日(火)～2月24日(木)
生涯学習館　学習室１

２月２０日(日)　午後２時～

生涯学習館　学習室１

日時：2月26日(土)　午後1時30分～
場所：中央公民館

＊託児あり。希望者は2月24日までにお申込みください。

お問い合わせ：生涯学習館【TEL 73－1212】

佐藤英和講演会
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
大
石
紬
（
お
お
い
し
つ
む
ぎ
）

　
平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
に
山
梨
県
郷
土
伝
統
工
芸

品
に
認
定
さ
れ
て
い
る
織
物
「
大
石
紬
」
は
、
養
蚕
か

ら
手
織
り
、
加
工
ま
で
一
貫
し
て
御
坂
山
系
の
南
麓
、

河
口
湖
の
北
岸
に
位
置
す
る
大
石
か
ら
生
ま
れ
る
。

　
絹
特
有
の
す
べ
り
の
よ
さ
に
丈
夫
で
柔
ら
か
さ
を
持

ち
合
わ
せ
る
「
大
石
紬
」
の
織
物
技
術
の
起
源
は
、
江

戸
時
代
と
も
奈
良
時
代
の
孝
謙
天
皇
の
御
代
に
甲
斐
国

司
で
あ
っ
た
山
口
弥
麻
が
、
こ
の
郡
内
地
方
に
養
蚕
と

「
紬
織
り
」
と
称
し
て
伝
承
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

よ
り
古
い
渡
来
の
説
と
し
て
は
、
猿
橋
を
作
っ
た
頃

の
高
麗
の
技
術
者
と
か
、
秦
の
徐
福
な
ど
の
伝
承
も

あ
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
「
紬
織
り
」
は
屑
繭
（
く
ず
ま
ゆ
）

の
諸
撚
の
糸
で
織
ら
れ
た
「
唐
糸
織
り
」
と
呼
ぶ
の
が

正
し
い
ら
し
い
が
、
技
法
を
守
っ
て
い
る
「
大
石
紬
」

の
名
で
通
っ
て
い
る
。

　
江
戸
時
代
末
期
に

は
租
税
と
し
て
物
納

さ
れ
た
。そ
の
後
「
大

石
紬
」は
技
法
改
良

が
重
ね
ら
れ
、
明
治

〜
大
正
時
代
の
頃
に

は
絹
特
有
の
風
合
い

の
良
さ
、
素
朴
さ
、
縞

柄
や
無
地
な
ど
が
好

ま
れ
て
、
富
士
講
の

客
人
、
行
商
人
の
手

に
よ
っ
て
東
海
地
方
、

東
京
へ
と
流
通
し
て

い
た
。

　
多
く
の
日
本
人
が

着
物
を
着
た
明
治
〜

大
正
時
代
に
は
郡
内

地
方
全
域
で
織
ら
れ

て
い
る
。そ
の
頃
、河
口
地
区
を
除
け
ば
大
石
、小
立
、船

津
で
は
水
稲
耕
作
は
行
わ
れ
ず
、
耕
地
の
大
半
は
畑
で

あ
っ
た
。
大
石
地
区
の
人
々
は
増
水
を
避
け
る
よ
う
に

山
畑
に
桑
を
植
え
、繭
を
売
っ
て
養
蚕
経
営
を
広
げ
た
。

「
紬
」の
生
産
量
に
つ
い
て
は
大
正
二
年
の
地
区
別
「
紬

生
産
」
、
手
織
件
数
、
戸
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
る（
表

一
）
。
大
石
地
区
が
際
立
っ
て
お
り
、
生
産
の
中
心
で
あ

る
。

「
大
石
紬
」
の
伝
承
に
つ
い
て
唄
が
あ
り
「
大
石
娘
小

唄
」
が
知
ら
れ
て
い
る
（
『
五
湖
文
化
』
昭
和
十
六
年

編
・
資
料
１
）
。
こ
れ
は
昭
和
初
期
の
農
村
自
力
更
生

運
動
の
一
環
と
し
て
男
女
青
年
を
中
心
と
し
て
奨
励
さ

れ
た
唄
で
あ
る
。

　
大
石
地
区
に
は
「
大
石
女
に
河
口
男
」
と
い
う
は
や

し
言
葉
が
残
っ
て
い
る
。
意
味
は
大
石
の
女
性
た
ち
は

紬
織
り
の
た
め
色
白
の
人
が
多
く
、
女
性
の
理
想
的
な

姿
だ
と
。
そ
れ
ほ
ど
大
石
で
は
女
性
に
よ
る
手
織
り
が

盛
ん
だ
っ
た
。

　
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
、
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
「
大
石
紬
」
の
紹
介
は
、
全
面
改
装
さ
れ
た
「
大
石

紬
伝
統
工
芸
館
」
で
行
わ
れ
、
古
（
い
に
し
え
）
の
技

法
を
今
に
伝
承
し
、
紡
ぎ
、
手
織
り
、
染
色
用
具
な
ど

の
展
示
、
紬
製
品
の
販
売
、
そ
し
て
機
織
り
体
験
教
室

を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
養
蚕
事
業
も
大
石
紬
組
合
員
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
行
な
っ
て
い
る
。

（
文
化
財
審
議
会
委
員
　
流
石
朝
之
）

【
参
考
資
料
・
出
典
】
　

『
大
石
の
民
俗
』
（
山
梨
県
史
民
俗
調
査
報
告
書
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
五
湖
文
化
』
　
昭
和
十
六
年

　
　
　
　
　
　
　 

　
「
大
石
伝
統
工
芸
館
展
示
解
説
」

表１　大正時代の機織り（大正２年）

項目

地区
戸数 機業戸数 手織機数 甲斐絹 紬

大　石

河　口

小　立

船　津

269

241

373

400

250

32

180

152

270

32

190

160

25

1,100

950

1697疋

30

30

40

一疋

資料１
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～
〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～

　
平
成
七
年
五
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
河
口
湖
ス
テ
ラ
シ

ア
タ
ー
と
、そ
の
前
年
の
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
河
口

湖
円
形
ホ
ー
ル
は
、
当
初
か
ら
主
に
運
営
面
を
活
動
領

域
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
町

民
の
方
々
と
一
緒
に
約
十
六
年
間
、
町
の
魅
力
を
発
信

す
る
中
心
施
設
と
し
て
様
々
な
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
当
初
ス
テ
ラ

シ
ア
タ
ー
は
、
現
在
の
よ
う
に
可
動
式
屋
根
は
な
く
、
雨

天
時
の
観
客
の
対
応
な
ど
も
一
生
懸
命
に
、
真
摯
に
受

け
止
め
て
い
た
だ
き
、
一
人
一
人
丁
寧
に
接
客
を
こ
な

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
七
年
七
月
に
行
わ
れ
た

森
山
良
子
さ
ん
、
玉
置
浩
二
さ
ん
司
会
に
よ
る
ス
テ
ラ

シ
ア
タ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
「
サ
マ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ポ

ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」が
初
め
て
の
業
務
と
な
り
約
三
十

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

の
意
義
を
受
け
止
め
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
な
の
で
そ
こ
に
関
わ
る
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
の
で
、き
っ
と
お
客

様
か
ら
の
ご
指
摘
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、ス
タ
ッ
フ

証
を
胸
に
つ
け
て
、
施
設
内
ト
イ
レ
な
ど
の
場
所
も
覚

束
な
い
ま
ま
業
務
に
つ
い
て
い
た
だ
き
、ひ
た
む
き
に
一

生
懸
命
に
業
務
に
就
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
今
で
も
鮮

明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
年
五
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
動
き
を
発
展

的
に
組
織
化
し
、『
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
』
と
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
取
組
み
を
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
小
佐
野
昭
二
会
長
は
サ
ポ
ー
タ

ズ
ク
ラ
ブ
組
織
化
以
来
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
ほ
ぼ
毎

日
足
を
運
び
周
辺
の
環
境
整
備
ま
で
気
に
か
け
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
組
織
目
標
と
し
て「
出
演
者
他

関
係
者
や
観
客
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
も
て
な
し
」を
更

に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
毎
年
六
月
ご
ろ
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
る
前
に
、ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
入
口
周

り
の
草
取
り
や
花
植
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、
チ
ケ
ッ
ト

も
ぎ
り
、
チ
ラ
シ
配
布
や
場
内
案
内
な
ど
を
具
体
的

な
接
客
方
法
な
ど
都
内
の
専
門
家
を
招
き
、
毎
年
新

人
社
員
研
修
の
よ
う
に
案
内
技
術
を
磨
き
業
務
に
つ

く
よ
う
な
形
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
一
通
り
の
シ
ー
ズ

ン
が
終
わ
っ
た
年
度
末
に
は
、
そ
れ
ま
で
メ
ン
バ
ー
一

人
一
人
が
対
応
し
て
き
た
経
験
を
各
自
で
検
証
し
て

い
た
だ
く
意
味
も
込
め
て
、
都
内
の
主
要
な
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
で
研
修
会

を
行
う
よ
う
に
し
、
そ

の
際
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を

各
自
で
持
ち
、
ホ
ー

ル
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
も
ぎ

ら
れ
、
案
内
を
さ
れ
な

が
ら
客
席
に
着
き
、コ

ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
す

る
よ
う
に
し
て
お
り
、

そ
の
反
省
が
翌
年
度

へ
と
つ
な
が
っ
て
お
り

ま
す
。

　（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

　
思
え
ば
十
年
程
前
の
事
、あ
る
会
合
の
席
で
小
佐
野

会
長
か
ら
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
の
お
誘

い
を
受
け
、友
達
三
人
で
入
会
し
ま
し
た
。最
所
は
、チ
ラ

シ
折
込
と
配
布
、
開
場
時
の
チ
ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り
、
会
場

案
内
や
、お
客
様
へ
の
対
応
、さ
ら
に
終
演
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
回
収
、片
付
け
と
掃
除
、実
に
め
ま
ぐ
る
し
く
戸
惑
う

ば
か
り
で
し
た
。し
か
し
、
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

研
修
を
積
む
う
ち
、あ
っ
と
い
う
間
に
十
年
が
過
ぎ
て
い

ま
し
た
。

　
夏
の
暑
い
日
の
音
楽
祭
に
は
、佐
渡
裕
先
生
の
汗
ま
み

れ
の
指
導
に
感
動
、
常
連
の
森
山
良
子
さ
ん
、イ
ル
カ
さ

ん
等
多
数
の
出
演
者
か
ら
は
、
元
気
と
励
ま
し
を
戴
き
、

楽
屋
裏
で
の
笑
顔
に
接
す
る
と
、「
あ
ぁ
、満
足
し
て
下
さ

っ
た
の
か
な
」と
自
己
評
価
を
し
た
り
、食
事
係
り
の
人
達

が
汗
を
流
し
心
を
こ
め
て
作
っ
た
カ
レ
ー
を
出
演
者
・
裏

方
・
皆
で
同
じ
食
事
を
頬
張
る
時
は
、ホ
ッ
ト
ひ
と
息
つ
き

談
笑
を
し
、そ
し
て
又
持
ち
場
へ
と
戻
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
終
演
後
の
片
付
け
を
済
ま
せ
、時
に
は
出
演
者
と
の
打

ち
上
げ
会
も
あ
り
、見
聞
を
広
げ
る
有
意
義
な
チ
ャ
ン
ス

と
な
り
ま
す
。
定
年
を
過
ぎ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、こ
の
よ

う
な
活
動
の
場
を
提
供
し
て
下
さ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ

働
か
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
を
通
じ
て
、富
士
河
口
湖
町
の
文
化

の
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
う
こ
と
が
平

成
二
十
一
年
度
に
あ
り
、そ
れ
は
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

に「
山
梨
県
文
化
賞
奨
励
賞
」
受
賞
と
い
う
快
挙
で
し

た
。こ
の
時
期
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
い
ら
れ
た
の
は
名
誉
な

こ
と
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
年
の
瀬
に
は
、
皆
が
一
同
に
集
う
納
会
が
あ
り
、
年
に

一
度
会
員
相
互
親
睦
を
深
め
る
研
修
会
も
あ
り
と
、
充

実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
れ
か
ら
も
体
の
続
く
限
り
、
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

住
民
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
温
か
い
気
持
ち
が

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
・
河
口
湖
円
形
ホ
ー

ル
を
支
え
る
　

●
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
成
り
立
ち

●
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
へ
の
組
織
化
、ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
と
し
て
の
進
化

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
　
野
沢
藤
司

●
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て

船 

津
　
小
林
那
津
子
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

富士山麓の自然　　梨ヶ原でフクロウとハギマシコが見つかりました

河口湖フィールドセンター周辺の自然　　　見事なキンテンが撮影されました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○2011年1月7日に放映されたBSフジの番組で、船津胎内神社が紹介されました。
○2月中旬に、環境NGOアースウオッチのメイン・サポーターで、イギリスに本社があるHSBC（ザ・ホンコン・シャンハイ・バン
　キング・コーポレーション）のCSR担当者が富士山麓の視察に訪れる予定です。

　1月号で、ケアシノスリが梨ヶ原で2010年12月までに何回も目撃されたと書きました
が、2011年になっても1月2日に目撃され、梨ヶ原で冬を越しているのではと推測されま
した。一方、同じ猛禽類でも夜行性で昼間姿を見せることはほとんどないと思っていた
「フクロウ」を12月26日に梨ヶ原で見ることが出来ました（写真）。遠くからフクロウ
型の鳥が電線に止まっているのに気づき、車でゆっくり近づいたら写真が撮れるかも
しれないと、車に乗ったまま窓を開けて撮影したのがこの写真です。
　初めての体験に興奮して30枚程シャッターを切り、車から降りて近づこうとしたら飛
び立ちアカマツ林に消えました。まぶしそうに目を細めながらも周りを見渡し、ネズミ
などの獲物を狙っていたようでした。後から考えると、夜でも獲物の動きがわかる大き
な眼と羽音を立てずに飛べる羽毛をもつフクロウが、夜に餌がとれずにお腹を空かし
ていたのではと思い、邪魔をしてしまい申し訳なく思っています。
　また、1月2日には草原でまとまって餌をとっている鳥の大群が見つかり、飛び立ったり地上に降りたりを繰り返していまし
た。冬にこんな大群をつくる鳥は何だろうと思いつつ、餌をとる姿や富士山をバックに逆光の中を飛ぶところ（写真）など夢

中で撮影しましたが、2分後には遠くへ飛んでいってしまいました。後日写真を確
認しましたらハギマシコというベニマシコに近い冬には群れをつくる鳥で、長野
県などの耕作地帯では数～数十羽で時々見られるようですが、富士山麓での記
録は少なかったようです。特にこの日は240羽以上の大群で、1月10日に再び見ら
れた大群も100羽以上で、このように多くのハギマシコが富士山麓で見られるの
は珍しいと思います。
　これまで地上に巣をつくるとは考えられなかったカヤネズミが、いつ地上に巣
をつくるかを調べる目的で、毎週のように梨ヶ原に調査に入っています。カヤネ
ズミの巣はまだ見つかっていませんが、副産物として梨ヶ原が様々な鳥たちの大
切な越冬地でもあることもわかりました。様々な動物たちの、繁殖地のみならず
越冬地としての富士山の環境の大切さを改めて見直して行きたいと思います。

　ほ乳類の多くは夜行性で姿を見る機会は大変少ないので、どのようなほ乳類が住んでいるかを調べるのに自動撮影カメラがよ
く使われます。数年前に東京農工大学の大学院生と一緒に河口湖周辺のイノシシ調査を
行った時に、赤外線センサーでシャッターが落ちる自動撮影カメラを使ったことがありま
した。当時はフイルムカメラで、赤外線センサーも落ち葉や日光の反射にも反応したりし
て、１週間ごとにフィルムを替えて現像してもイノシシが写っていないことがほとんどでし
た。イノシシも頭が良く、撮影された所は二度と通らない、三脚にセットしておくと何だと
いわんばかりに近づいて威嚇する様子を撮影できてもそれっきり、といった状況でした。
　近年デジタルカメラに変わってフィルム代は節約できるようになったものの、シャッタ
ーのタイムラグが大きくなかなか写らないという状況でした。昨年末ようやく赤外線セ
ンサーが2個ついてシャッターのタイムラグが少ないタイプが発売され、新型の自動撮
影カメラの性能をみると同時に、河口湖フィールドセンターの水場をどのような動物や
鳥が利用しているかみようと、水場の近くに設置してみました。そしたら、その日の夜に水を飲みに来た冬毛のテン（黄色が見事
なのでキンテンと呼ばれる）が撮影されました。その9日後にも撮影され、時々利用していることが判りました。小型の鳥類には
反応しませんが、ヒヨドリやキジバトくらいの鳥だと反応することが判りました。今後これを有効に使って、様々な場所の動物調
査を行いたいと考えています。
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冬
の
室
内
ボ
ー
ト
大
会

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら

賃
金
・
退
職
金
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

第
16
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

募
集

「
イ
ン
ド
ア
ロ
ー
イ
ン
グ
河
口
湖
大
会
」
参
加
者
募
集

　
ボ
ー
ト
競
技
を
室
内
で
体
験
で
き
る
マ
シ
ー
ン
を
使

っ
て
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
！
　
明
日
の
国
体
選
手
は
君
だ
！
　

■
開
催
日
　
３
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

■
会
　
場
　
富
士
河
口
湖
高
校

■
内
　
容
　
ボ
ー
ト
の
室
内
マ
シ
ー
ン
に
よ
る
大
会

■
参
加
料
　
無
料

■
参
加
資
格
　
小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生
ま
で

■
定
　
員
　
30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
ボ
ー
ト
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
３-

１
２
２
０

　
郡
内
地
域
の
ク
ラ
フ
ト
愛
好
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
手
芸
体
験
教
室
も
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
２
月
19
日
〜
27
日
（
21
日
は
休
館
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
４
時
）

■
出
展
作
品
　
染
め
物
、
編
み
物
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

　
　
　
　
　
　
絵
画
、
切
り
え
、
押
し
花
、
陶
芸
な
ど

■
開
催
場
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

　
富
士
北
麓
地
域
に
あ
る
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
皆
さ

ん
の
作
品
展
。
努
力
を
重
ね
創
り
出
し
た
陶
芸
、
心
を

込
め
て
制
作
し
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
手
芸
な
ど
心
あ
た

た
ま
る
作
品
を
展
示
し
、
販
売
も
行
い
ま
す
。

■
開
催
日
時
　
開
催
中
〜
３
月
９
日
ま
で（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
参
加
施
設
　
富
士
桜
作
業
所
、
あ
り
ん
こ
、
河
口
湖

　
ハ
ー
バ
ル
工
房
、
富
士
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
、
富
士
吉
田

　
市
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ス
イ
ー
ト
ベ
リ
ー
　

　
K
A
T
S
U
Y
A
M
A

■
開
催
場
所
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
１
階

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
２
２
７
７-

３
　

　
　
　
　
　
　
　
TEL
２
４‐

４
４
０
６

〜
３
周
年
記
念
　
町
民
入
館
無
料
デ
ー
の
お
知
ら
せ
〜

■
期
　
間
　
３
月
１
日
（
火
）
〜
４
月
３
日
（
日
）

■
対
　
象
　
富
士
河
口
湖
町
の
町
民
の
方

※

入
館
の
際
の
確
認
資
料
（
免
許
証
・
保
険
証
・
町
民

　
優
待
カ
ー
ド
な
ど
提
示
し
て
下
さ
い
。
） 

※

未
就
学
児
童
、
小
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴
で
ご
入

　
館
下
さ
い
。

※

ご
入
館
い
た
だ
い
た
お
客
様
は
、
期
間
中
に
隣
接
す

　
る
ハ
ッ
ピ
ー
デ
イ
ズ
・
カ
フ
ェ
を
ご
利
用
い
た
だ
く

　
際
、
飲
食
代
金
よ
り
10
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
河
口
湖
北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
　
　
　
H
a
p
p
y
　D
a
y
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
８
３‐

３
２
２
０

〜
労
使
の
信
頼
感
を
増
す
た
め
に
〜

　
企
業
か
ら
の
相
談
・
対
応
事
例
等
を
踏
ま
え
て
わ
か

り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
３
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
場
　
所
　
山
梨
県
自
治
会
館
　
甲
府
市

■
内
　
容
　
講
演
「
労
使
の
信
頼
を
生
む
賃
金
制
度
」

　
　
　
　
　
制
度
説
明
「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
」

　
　
　
　
　
法
説
明
「
改
正
　
次
世
代
法
に
つ
い
て
」

■
費
　
用
　
無
料
（
要
申
し
込
み
）

●
問
合
先
　
山
梨
労
働
局

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
２
５-

２
８
５
４

■
日
　
時
　
３
月
13
日(

日)

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
　
所
　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
　
甲
府
市

■
テ
ー
マ
　
「
不
撓
不
屈
」
（
ふ
と
う
ふ
く
つ
）

■
内
　
容
　
組
合
及
び
組
合
員
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
　
　
　
展
示
・
提
供
、
特
産
品
の
販
売
、
地
域
資

　
　
　
　
　
源
の
活
用
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
活
性
化

　
　
　
　
　
事
例
の
紹
介
、
食
関
連
の
体
験
型
イ
ベ
ン

　
　
　
　
　
ト
の
開
催
な
ど

●
問
合
先
　
山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
郡
内
支
所

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５-

２
２-

２
１
６
６

○
訓
練
生
募
集

【
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
電
気
シ
ス
テ
ム
科
】

■
訓
練
期
間
　
４
月
〜
23
年
３
月 (

１
年
間)

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
３
月
卒
業
見

　
　
　
　
　
　
込
み
者
を
含
む
）で
、
概
ね
35
歳
以
下
の

　
　
　
　
　
　
求
職
者

■
申
　
込
　
２
月
18
日
ま
で
　
■
選
考
　
３
月
２
日

【
機
械
科
・
服
飾
科
】

■
訓
練
期
間
　
４
月
〜
９
月

■
応
募
資
格
　
求
職
者
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
者
）

■
申
　
込
　
２
月
23
日
ま
で
　
■
選
考
　
個
別
通
知

※

４
科
と
も
入
学
料
・
授
業
料
は
無
料
。
テ
キ
ス
ト
代

　
等
は
自
己
負
担
。

○
在
職
者
訓
練
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
新
入
社
員
講
座
＝

■
日
　
程
　
４
月
４
〜
５
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
対
象
者
　
主
と
し
て
新
卒
の
新
入
社
員
の
方

■
受
講
料
　
１
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代
）

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４-

４
３-

８
９
１
２

〜
み
ん
な
の
手
芸
展
〜

〜
麦
の
穂
展
〜

北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム  

H
a
p
p
y  

D
a
y
s

”

“
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山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
専
攻
科　

〜
通
信
教
育
〜

 

　「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻
」

　
認
知
症
の
理
解
、
地
域
福
祉
、
児
童
福
祉
、
介
護
等

多
彩
な
科
目
を
１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間
　
２
月
１
日
〜
３
月
22
日

※

そ
の
他
、
様
々
な
科
目
課
程
が
あ
り
ま
す
。
案
内
書

の
請
求
、
質
問
は
お
気
軽
に
。

●
請
求
・
問
合
先
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校
専
攻
科

　
　
　
　
　
　
TEL
０
４
２‐

５
７
２‐

３
１
５
１

　
　
　
　
　
　h

ttp
://w
w
w
.n
-g
a
k
u
.jp

富
士
山
自
然
ガ
イ
ド
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
富
士
山
の
自
然
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
役
立
つ
科
学
的
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

○
第
６
回
セ
ミ
ナ
ー
「
火
山
と
し
て
の
富
士
山‐

１
」

　
富
士
山
の
成
長
史
、
そ
の
１
　

　
　
〜
富
士
山
の
成
長
の
歴
史
を
概
観
〜

■
日
時
　
２
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

○
第
７
回
セ
ミ
ナ
ー

　
富
士
吉
田
剣
丸
尾
ア
カ
マ
ツ
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
〜
タ
ワ
ー
観
測
で
何
が
分
か
る
？
〜

■
日
時
　
２
月
26
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

●
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
総
務
課  

TEL
７
２-

６
２
１
１

き
の
こ
植
菌
に
挑
戦

■
日
　
時
　
３
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
４
時

■
対
　
象
　
県
内
在
住
・
在
勤
の
小
学
生
以
上

■
定
　
員
　
50
名
（
昨
年
参
加
者
は
応
募
不
可
）

■
内
　
容
　
講
義
「
き
の
こ
の
生
態
や
植
菌
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
体
験
活
動
「
ヒ
ラ
タ
ケ
の
植
菌
」

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

６
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７-

１

☆地上デジタル放送視聴のための低所得世帯への支援について

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送をまだ視聴できない低所得の世帯に対して、支援を行っています。

対象となる世帯や支援内容は次のとおりです。

（１）ＮＨＫ放送受信料が全額免除となっている世帯への支援

　　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、

　　　①生活保護などの公的扶助を受けている世帯、

　　　②障がい者がいる世帯で、世帯全員が市町村民税非課税の世帯、

　　　③社会福祉施設に入所している世帯のいずれかに該当し、ＮＨＫ放送受信料が全額免除の世帯が対象です。

　　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付し、対象世帯を訪問してチュー

　　　　　　　　　　ナーの設置を行います。アンテナ改修等が必要な場合は無償で工事を行います。

（２）市町村民税非課税世帯への支援　

　　　[支援の対象]　まだ地上デジタル放送に対応できず、「世帯全員が市町村民税非課税の措置を受けている世

　　　　　　　　　  帯」が対象です。（※ＮＨＫとの放送受信契約が必要です。）

　　　[支援の内容]　地上デジタル放送対応の簡易なチューナー（１台）を無償給付します。また、チューナーの設置

　　　　　　　　　　方法や操作方法を電話でサポートします。（チューナーの訪問設置、アンテナ改修等は行いま

　　　　　　　　　　せん。）

（３）申込方法等について

　　　　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添付して総務省　地デジチューナー支援実施センターへ送付して

　　　ください。申込書は、インターネット・電話等で総務省 地デジチューナー支援実施センターからお取り寄せく

　　　ださい。身近な公共機関やＮＨＫ放送局にも置いてあります。

  ●問合先　○支援制度について　総務省　地デジチューナー支援実施センター

　  　　　　　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への支援：０５７０-０３３８４０、

　  　　　　　市町村民税非課税世帯への支援：０５７０-０２３７２４

  　　　　　○ＮＨＫの放送受信契約、放送受信料免除について　ＮＨＫ　ふれあいセンター

　  　　　　　ＮＨＫ放送受信料全額免除について：０５７０-０００５８８、

　  　　　　　ＮＨＫの放送受信契約について：０５７０-０７７０７７

　　　　　 ○企画課　０５５５-７２-１１２９


